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近代中国にあって進歩的人々は、「新国新民」、「変法維新」のため、さか
んに西洋や明治維新後の日本に学ぶことを提唱し、留学生の派遣は、当時に
あって民族の危機を救う重要な方途となった。1872年、30名の児童を選抜し
アメリカに派遣したのを皮切りに、清国政府はイギリス、日本、フランス、
ドイツ等の国々へ留学生を派遣し、鉄道・鉱山・機械・軍事等の先進的技術
を学ばせたのであった。中国の近代化の過程にあって留学生は、（たんなる
媒介以上の）重要な役割をはたした。中国の現代文学についても、1928年に
はすでに、郭沫若が、「中国の文壇の大半は日本への留学生によって築かれ
た。」と誇らしげに語っている。そこには、いささか誇張の気味があるとは言
え、中国現代文学の多くの作家たちは、確かに留学経験者であり、彼らの新
文学に対する貢献、中国内外の交流に果たした役割、そして彼らが多様な回
に留学したことで、さまざまな思想や意識、文芸思潮、審美観などが中国に
もたらされたことについては、すでに多くの研究者が論じている。では、現
代文学における人物表現において、留学生たちは、どのようなイメージで描
かれているのか。留学を経験しなかった人物と対比した時、彼ら留学生たち
の特殊な経歴は、作家たちにどのような新視角を与え、現代小説にどのよう
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に異質な素材を提供したのか。これこそが、本論文の執筆の動機である。
「報国無門」「随波逐流」「努力自強」
「私のような青年が、前途洋洋たる青年時代の中国に戻ってゆく。まさに
「英雄が時代を作り、時代が英雄を作る」の言葉のままではないか。私が青
年であることの幸福、青年中国に生まれたことの幸せ、親愛なる兄弟姉妹よ、
親愛なる祖国よ、私、英士は一日一日とあなたに近づいているのだ。」これ
は、水心の「去回」の主人公が帰国の船上、激して語った言葉であり、また、
それは当時の多くの留学帰国生共通の感情であったに違いない。しかし、主
人公の報国の情熱は現実への失望から少しずつ消えうせてゆく。遊興の中に
虚しく過ごし、社会の悪習に染まるのを避けるため、最後には悲憤に満ちて
「粗国よ。我が英士が汝を捨て去るのではない。汝がわれ英士を捨て去るの
だ。」と叫ばざるをえなくなり、主人公である兵士は帰国わずか一年にしか
ならない狙回を離れていった。
英士の失望は、当時の大多数の留学生が帰国後に遭遇したものであったと
思われる。英士の場合は、父の声望を頼って、官庁で食うに困らぬほどの閑
職を得ることができたとしても、頼るべきコネを持たない者は、帰国後は直
ちに生活の糧に事欠いたのである。郭沫若の自伝的色彩の強い作品「漂泊三
部曲」に登場する愛辛は、日本からの帰国ののち、自らの嗜好と社会改造へ
の希望のため、医学を捨てて文学を志した。しかし、長い間の貧困生活から
抜け出せず、友人の助けを借りても、生活のため止むに止まれず妻子と別れ
暮らさざるとえなかった。妻子を日本に戻した愛皐は、自らは一人上海で煉
獄のような生活を過ごすのだった。続編の「行路難」では、愛牟は再び日本
に戻り妻子と再会をはたすことになるが、相変わらずの生活苦のために最後
には田舎に住むはめになる。
英士、愛牟が仕方なく国を去ったのと異なって、多数の留学生はそれでも
中国に残り続けた。ある者は自らの位置を探しあて、何がしかをなし遂げる
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ことができたし、ある者はたとえ現状に不蒲があっても次第に慣れていった
のである。前者としては「侃換之」中の落水加や、「母親」（丁玲）中の干云
卿らがおり、両人ともに日本に留学し、帰国後は教育事業に情熱を注いだ。
清水加は侃換之とともに「理想教育」の形を模索し、干云卿は「民権を説き」
「共和を唱え」、留学時代の仲間とともに女子学校を興すなど、深窓の令嬢
が学校で学ぶことに力を尽くしている。後者としては、英士のアメリカ留学
時の同級生何人かの事例がある。彼らは帰国間もない頃、工場の開設を目指
し、「実業振興」や「災民救済」の志しを立てた。しかし、資金のあてもな
く、断念せざるをえなくなるなか、次第にただの「閑人」になってゆき、最
後は、英士が忌み嫌うところの時流に流される生活を過ごすようになって
いった。こうした悪い社会的風潮は、たんに志をえず鬱々とする人に影響す
るだけでなく、かつては積極的に改革に従事していた人たちもが、ときに現
実に屈して一般人に同化してしまう姿ほど、人をして失望させるものはな
かった。薪水加が、理想教育が挫折したのち、その思想は徐々に萎み次第に
時代の落伍者になっていったのもその一例であるし、侃換之も、血肉沸き立
つ大革命の前夜には、上海に在学中の息子が革命の影響を受けるのを恐れ、
わざわざ上海まで連れ戻しに行ったのであった。
しかし実際の生活では、理想から日増しに遠ざかってゆくとは言え、こう
した二種類の人物は、生活には回らなかったか、人によってはとんとん拍子
に出世した。しかし、愛率と同じように生活に事欠く人は、「神の失楽」（王
酉彦）におけるあの寡黙な桑仲民のように、ただ辺郎な山あいの街で生物の
教師として、世間的には「末路」をたどってゆくか、あるいは「閉域」のあ
の愛くるしい方鴻漸のように、上海から内陛へ、内陸から上海へと職を求め
て各地をさまようはかなかった。抗日戦争期の知識人の困窮振りを描いた多
くの作品中にも、帰国留学生の姿を描いたものがある。所以の「生存」では、
主人公季元玲教授は、一人の芸術至上主義の画家として描かれている。李教
授、フランス留学中、高値による作品購入の申し出に対して欲もなく断って
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いる。「自分の芸術は売ることが出来ない。」それが理由であった。しかしそ
の一方で、才華溢れた妾は極度の苦労から、あまりに早く惟件し、老け込ん
でしまい、また、娘は娘で困窮と飢飲、そして受けた屈辱に泣き濡れる日々
をすごさざるをえなかった。かくして最後には彼をして自らの信仰を放棄し、
絵を売ることで生計を維持せざるをえなくさせたのである。
当然、留学生のなかには、なんらかの光明や希望が体現、仮託されたもの
として措かれる場合もあった。清光慈の「兄弟夜話」に登場する江霞は、帰
国間もない熱血青年である。国内の暗黒は、彼にモスクワの光明と自由を懐
かしく思わせはしたが、さまざまな失望と煩悶も、彼の革命への情熱を弱め
させることはなく、「海外へと逃げ出す」こともなければ、自らが中国を改
造するといった主張を放棄することもなかった。司馬文森の「天才の悲劇」
に出てくる尚伸衣教授はアメリカ留学の経験をもつ博士である。抗日戦争期、
彼は名門校の教授の地位とアメリカ紳士式の生活を捨て、筆を捨てて参軍し、
苦しい従軍生活にあっても、自らに対して厳格であり、どこにあっても人々
の模範をなろうとした。しかし、生真面目で頑ななその性格から、ついには
噂と排斥の対象となってしまう。職を解かれた後も、これまで同様、出来る
限りの仕事をしようとしたのではあるが、最後は香港に向かう途中で亡く
なってしまった。許地山の「鉄魚の恋」における雷先生は、中国では最も早
い時期に製砲術を学ぶため海外に官費で派遣された学生であるが、帰国後は、
国内に大砲を製造する工場がないため、曲折に満ち、志をえない生涯をすご
した。ただ、その興味はつねに兵器学にあり、後年、「鉄魚」式の新型潜水
艦を発明したものの、それを製造する場所を見出せなかった、とは言え民族
の利益を考えると、外国人にくれてやる気にもなれなかったのである。抗日
戦争勃発後、雷先生、狙茜を離れることを望まず、「救難に備えるより、現
場で救難にあたるべき。」と考え、広西に向かう船上で、「鉄魚」が水中に沈
んでゆくのと一緒にこの齢七十を過ぎた老人も海に飛び込んだのであった。
この二つの作品は、最後は悲劇的結末を迎えるとはいえ、尚伸衣教授が、民
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族の危機という困難な状況にあって示した気高い人格と精神、雷先生が見せ
た一生を国家と自己の事業に注いだ熱情、これこそはあの時代にあって必要
とされ、かつ堅く守られたものだった。
現代文学の小説の創作をめぐっては、こうした知識人の生活上の出来事、
思想的変遷、心理的歴程、そして直面する様々な問題といったテーマが存在
しているが、それが作品で取りあげられた意義は、彼らの留学生としての身
分にあったのではなく、あくまでも彼らが帯びていた周囲とは異質なイメー
ジにあった。清水如が示した「新」から「旧」への後退は、まさしく魯迅が
「ノラは家出してから、どうなったか」の中での結論もしくは予見した、停
滞もしくは退行する知識人像を象徴している。「官吏を痛罵する学生」転じ
て、「学生を嫌悪する官吏」となり、「家庭の革命者」が後年「子女を圧迫す
る者」になる。英士や雷先生は、その学問を生すこともなく、報国の思いも
果たすことはなかった。英士の仲間たちも、結局は時流に流されていった。
愛牟は「医を捨て筆を執り」、季元稔教授は「芸術至上主義」を志したが、
どちらも実生活に足場を見出せなかった。しかし、ある意味、当時の「留学
生」としての意識こそが、むしろ当時の人材を押し潰す息苦しい暗黒社会に
対して、ますます強く批判、訴求し続けてゆかせるものであった。もし、江
霞に革命文学特有のロマンチックな気質が備わっていたとするなら、削中衣
教授が遭遇したものこそは（実際この二人の人物には実在のモデルがいた）、
進歩的文化人の悲劇的運命によって象徴される、時代全体そして民族の悲劇
の表明にほからなない。こうしたことすべては、現代文学における知識人問
題に対して、豊穣な啓示をあたえているのである。
「個性解放」「東西差異」「伝統回帰」
許地山の「三博士」における何嬢には一つの「ご高見」があった。「留学
生には、帰国すると、仕事を見つけてから結婚相手を見つける者、結婚相手
を見つけてからなにか職にありつこうとする者、仕事を見つけても柏手を探
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そうとしない者、最後に仕事も相手も探そうとしない者がいる。」である。実
際、求職と求婚はその順序がどうあれ、意気揚々と帰国した留学生にとって
も、どの時代の若者同様に、恋愛、結婚は彼らの生活においてあきらかに大
きな割合を占めたのである。帰国した留学生の恋愛物語にはさまざまなかた
ちがあった。
すでに紹介した郭沫若の「漂流三部作」、藩光慈の「兄弟夜話」等の作品
では、主人公の理想と抱負、失望と憂愁のうちに、等しく個性の解放という
テーマを含んでいた。愛皐は、故郷にいた親の決めた結婚相手と結婚したが、
年老いた父母を悲しませるわけにもゆかず、離婚にも踏み出せなかったし、
江霞も故郷には許婚がいた。二人とも、故郷そして恋人を思う気持ちはひと
一倍強かったが、しかし旧式の婚姻による束縛を逃れるため、愛牟は故郷に
戻って高給が保証された医師となる遠を拒否し、江霞は一夜にわたって、父
母の命を受けて成婚を薦めにやって来た長兄を説得したのであった。愛牢は
魂に重い「十字架」を背負いつつ、自らの愛情と婚姻の自由を追求したので
あるが巴金の「愛情三部作」に登場する周加水は、逆に古い礼教に捕らえら
れ、心に誓った人に対してその愛情を表明する勇気すら持ち合わせず、故郷、
そして「良心の安らぎ」に逃げ場をもとめ、最後には精神的苦悶の未、川に
身を投じ自らの命を絶った。五四運動が叫んだ個性解放のなかには、急進的
なものと不徹底なものとが入り混じっていた。このため、（現実生活であれ
作品中であれ）当時の新旧入り混じった社会において、勇敢であれ臆病であ
れ、時代の先端を歩んだ留学生たちが、悲劇に見舞われることはある意味、
避けられなかったし、悲劇の責任は、あくまでも当時の社会や時代にあった。
なかには、個性の解放とは関係の薄い物語もあったが、そうした作品です
ら、留学生が体験した生活上の内容、東西の文化的差異がテーマとなること
があった。張愛玲の「赤い薔薇と白い薔薇」に登場する俸振保は、英国留学
中、玖魂（パラ）と言う名の混血女性を愛した。玖魂の生き生きとして気儀
な性格は、彼の日には「天真」として、ただ他人には「狂っている」か、そ
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うでなければ、「このような女性は、外国ではめずらしくなくても、中国では
うまく行かないだろう。彼女を故郷に嫁として連れて行くこと自体が、きっ
と徒労で終わって割りに合わない。」と思わせた。現実的な俸振保はこの初
恋を諦め、その代わりに、自らの妾そして愛人を、「玖塊」の愛称で呼んだ
のである。徐許の「ジプシーの誘惑」では、「私」は、ジプシーの娘に唆さ
れて、天女のような播蕊というモデルと出会って恋に落ち、あまたの曲折の
のち、ついに結婚し、手をたずさえて帰国の途につく。しかし言語と文化習
慣の違いから、この異国女性と「我が」家人とは相容れることはなく、私は
わたしで、国内の大学で教務に忙殺され、外向的な彼女に構うことも少なく
なり、彼女は日まLに惟悸していった。結局、二人はマルセイユに戻り、播
蕊はモデルという仕事と社交のなかに再び己を取り戻して輝き、今度は私が
孤独と嫉妬に苛まれることになった。ただし、文化の差異が二人の結婚生活
に与えた影響は、作者のロマンチックな詩情と哲理を含んだ筆致によって、
当然のようにいとも簡単に解決されることになる。なぜなら、作者にとって
愛情はすべてを超越するものなのであるから。かくして、ジプシーの人生哲
学の感化によって、二人は自然に回帰し、ともに世界そして人生を渡って
いった。
現代文学における女性イメージの研究では、かつては二つのタイプがつね
に比較された。一つのタイプは、新思潮の影響下の成長してきた現代的な新
女性、あと一つが中国の伝統的美徳を備えた東洋的な女性である。しかし、
人物に即して言えば、この二つのタイプはどちらが正しいかと言う性格のも
のではなく、作者の政治的立場、道徳観念、審美的基準などの違いにより、
あい異なった意味を帯び、そうした人物達は、それぞれ違った生活空間と情
感の様式のもとで、特定の時期の社会文化的心理状態を反映したのである。
すでに多くの研究者が指摘してきたように、茅盾の措く女性のイメージが、
現代的な新女性から伝統的女性の美徳の発掘と肯定へと変化したのもそのよ
い例である。同じように、留学生もその感情生活において、柊振保のように、
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「情熱的で、少し気塵で、変ることの難しい」女性に熟をあげていた男性が、
結局は、「家柄が正しく、愛くるしくて、性格も温和な深窓の令嬢であるが、
面白みに欠ける」女性と結婚するのである（前者は外見を基準としたもので、
後者は自らの感覚に素直に従ったものである）。また、場合によっては古い
中国的情緒を帯びた伝統的女性に心酔する場合すらあった。
張愛玲の「金鎖記」には、曹七巧の「黄金の首軸」によって引き裂かれ殺
された人として、彼女の娘である長安が登場する。おそらく、七巧をめぐる
「悲壮」な物語では長安だけが地味な脇役であるかも知れない。そのため、
同じ作者による「怨女」では、作者は長安の箇所を削除している。しかし、
長安をめぐる物語は「金鎖記」ではもっとも詩情と感傷に青んだ箇所であり、
あの古典的作品をつらぬく「一つの美しくも荒涼とした手振り」と同じもの
なのである。童世栃は、ドイツからの帰国留学生として作品に登場する。そ
れまで、彼が結婚の自由を理由に、死んでも家人の決めた結婚をうけいれま
いと抵抗し、ついには父母も婚約解消に同意した。しかしその途端、彼が愛
していた同級生は他の男性を愛するようになってしまい、このために、童世
肺は「妻を姿らば、旧いタイプの女性に限る」と深く信じるようになったの
である。こうして、長年故国の女性と接することのなかった彼は、長安の衿
拝と沈黙、そして世間に慣れていないあの話し振りを、楚々として可愛らし
いと感じ、彼女のうちに憧れ続けた物静かで貞淑な中国の令嬢そのものを見
出した。蓋世紡のように一度個人の解放を経験し、長い間海外に留学した経
験をもった「新しい人物」の場合でも、古い中国に対しては憧れを抱いてい
る。これは伝統回帰ともいえようが、ただ、こうした回帰はあくまでも部分
部分に対してものであり、ちょうど「新らしさ」が徹底したものでなかった
ように、長安のアヘンを吸う姿や、長日を妾とすることには、彼は「耐え難
いほどの落ちぶれた」を感じてしまい、ついには、長安から婚約解消を切り
出された後は、二人の間の往来を絶ったのであった。
現代文学では、新旧、東西、現代と伝統といったように二つの対立する概
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念が使われることがよくある。留学生の恋愛物語では、個性の解放、東西文
化の差異、伝統的情緒への未練、これらすべてのテーマは、二つの対立する
ものの衝突や相互の交わりによっておきる言ってよい。しかし、現代文学の
壮大な物語にあっては、そうしたものが先進と停滞などの大きなテーマとし
て扱われる点に注目すべきである。個性の解放は五四運動期の新文学では、
そもそも重要な地位を占めていた。留学生を描くか、それに近い作品でも、
これまで紹介してきた作品のように、留学生以外を扱った他の作品が言及し
検討した内容をけっして超えるものではなかった。東西の出会いが直面する
差異についても、伝統的情緒への未練、もしくはそれらがもたらす新たな
テーマについては、そこに作者の関心がなかったためか、それとも作者に
よって軽く避けられたか解決されてしまったために、すべてそれ以上、深く
掘り下げられることはなかった。ひとは故郷を遠く離れて、はじめて伝統文
化に対する断ちがたい感情をいだく。ちょうど、台湾の作家である目先勇や
於梨華たちが深く追求し展開しているように、これは、東西の文化的差異と
衝突とならんで、グローバリゼーションや異文化間コミュニケーションに直
面している現在の中国人にとっても、関心の高いテーマである。留学生の海
外での勉学をテーマとする現代文学の作品では、郷愁がテーマとして扱われ
ることもあるが、その多くは弱国の国民ゆえに受ける民族的蔑視や金銭的圧
迫、そしてそこから生じてくる民族の尊厳、情熱や性の苦悶、個人的享楽の
追求といったテーマが描かれた。このほかにも、茅盾を代表とする、伝統的
女性像の再生やこれに対する肯定、量世紡に代表される東方的情緒への「回
帰」。これらは、新時代に続いて現れた「五四」への反省や「国学熱」等の
当時の文化現象とある種の必然的関係をもっていたはずである。まさに、こ
のことは近代以降の中国の思想文化変革の複雑さを表現するもので、これは
今日の中国にも該当する思考に値するテーマである。
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「箔をつけた学説」「中国と西欧との混交」
これまで紹介してきた作品では、留学生の生活をめぐるさまざまな出来事
については、喜びと悲しみ、高尚と凡庸のどれもが、人生の其蟄さと荘厳さ
をもって描かれている。（作者が、より多く批判の矛先を向けたかったのは
当時の社会と時代であって、個人ではなかったことがその原因なのかも知れ
ないが）ただ、作品によっては、登場人物たちの同じふるまいが、作者の叙
述の角度や風刺嘲笑するかのような語気により、ある種滑稽な装いで措かれ
る場合がある。登場する本人達は決して努力や真面目さに欠けているわけで
はないのだが、その多くは作者そして読者の同情を引きつけることはない。
あの民族の存亡が掛かった時代、それまで国を閉ざしていた活国政府もつ
いに留学生を派遣することにしたように、多くの人々は中華の振興、祖国へ
の貢献等の明確な理想と目標をもって海外に留学したに違いない。しかし、
よくあるように、ひとたび留学が一つのライフ・スタイルとなると（ただ当
時にあっては少数の人にしか与えられなかった特権ではあるが）、留学の目
的は次第に「多元化」し、ついにはどれほどの目的を持たない場合すらあっ
た。方鴻漸はかつてこのことについて高論を表明している。「現在の留学は
清の科挙と同じだ。私の父が常々言うように、かつて人は進士にならなけれ
ば、どんなに官位が上がろうと、一生後悔していた。この種の劣等感から解
き放たれるには、たとえ高邁な学問を手にできないとしても、留学も一つの
手段なのだ。留学は天然痘やコレラと同じ（原文は「出洋好比出痘子，出癖
子．「出」を揃えた掛詞。訳者注）、どうして出ないわけにはゆくまいか。留
学すれば、胸のつかえはとれ気持ちもしっかりとすることができ、博士、修
士といった手合いの姐虫どもに会おうとも、なんら動じない抵抗力がつ
く。」かくして方鴻漸は、留学生変じて「遊学生」となり、ロンドン、パリ、
ベルリンと各地で気値に聴講して歩き、最後は家人への申し開き用として、
博士の学位を適当に金で買い取るのである。こうしたことは、他人に誇れる
ものではないが、実際、彼の三間大学の同僚韓学愈も同じくカネで買った学
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位で、教授そして歴史学部主任の地位を手にしていたのである。
当然、方鴻漸のような豪速かつ粋で、わずかの「向上心」や功利心もない
若者は、ほんの一部で、多くの場合、家庭の鷺宮を問わず、当時の若者たち
は、こうした海外渡航という貴重な機会を「大切」にした。文博士（老舎
「文博士」）も、留学中は、たとえ勉学を少しサボったとしても、留学期間
中の付き合いや自己アピールの機会はけっして疎かにしなかった。実際、
「将来の準備のため」に、勉学以外に時間を使いすぎたため、論文提出に間
に合わず、卒業を一年延ばすほどだった。張愛玲の「相見歓」に登場する伍
先生も、文博士とほぼ同じで、「名門校で勉強すれば、同窓の繋がりをもつ
ことが出来ることを熟知し」、「将来、要人の夫人となりそうな女子留学生」
や「国内の名家の子弟」と、それは熱心かつ周到に交際を広げていった。北
京政府の欧米実業特別調査団の随員であった覿櫛仁ですら、ニューヨークに
何日か滞在して帰るやすぐさま、「以前に清朝から金で買った官職により、
アメリカから特別のはからいで博士号をもらった。」と、帰国後、ふれて回
り、たとえ彼の博士姿の写真が「博士帽ですらうまく被れず、帽子の房も真
ん中に出ている」さまであっても、その写真を名刺に印刷し、おかまいなし
にあちこちへ配っていたのである。（許地山「三博士」）
当時、留学は少数者にのみ許され、博士は中国全土でもその数が限られて
いた。おまけに、博士号の取得が困難であれば、自然と人々は博士の価値に
「自分で重きを置く。」たとえ論文のテーマが、「マージャン牌と中国文化」
「北京のピータンの成分」「揚げ餞かけと焼餅の成分」（「三博士」）のような
類いのものであってもである。文博士の場合、かつての友人は誰もあてにな
らず、自分で国情に適応すべく、帰国後半年にして、「四五百元の稼ぎと、
数万元の持参金付の夫人」といったさして高くない希望を抱くに至ったが、
それもどれ一つとして叶わなかった。ただ、アメリカ帰りの博士である以上、
「下層社会で、食うためだけに働く」わけにも行かなかったのである。かり
にそうしたなら、どうしてアメリカまで博士号を取とりに行く必要があった
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のか。また、名誉すらも手に出来ない、つまり「大学で「教員」どまりで
「教授」」になれないのであれば、「三博士」の何嬢が考える留学像である、
ひとたび留学から戻ってきた以上、「最低でも大学教授」すら果たせなくなっ
てしまう。かくして、文博士、最後は焦委員長の指示の従い、済南に行くこ
とにした。視察に来た焦委員長日く、「経験もなく、ポストを探すのも難し
い、といってどれほどの立派な学間もないこうした新博士、新修士たちは、
立派な婿さんになるのが一番。彼らは、若く、洋装もきまっていて、おまけ
に学位すらある。別のことが難しくても、婿になれれば上等。」焦委員長が
文博士を済南に出したのは、済南の「実業振興」（富商）や「民間支援」（富
農）のために、富商や富農との連絡役として、当地の富商や富農に対して婿
さん候補となる青年を送り出す必要があったためである。ちょうどそれは、
文博士がアメリカでふれ回っていた「現代の状元（科挙の合格者）は、資産
家の支援と信託があって当然」の言葉と謀らずも一致していたのである。
留学のH的が、「免疫力をつける」それとも「将来の順調な出世のため」、
その理由が何であれ、職業、配偶者選択から日常生活に至るまで、留学経験
者は自然と普通の人とは異なった。それは、一部の西洋かぶれの人たちでな
い留学生にもあてはまり、張愛玲の「留情」に登場する楊先生の、夫人が子
供を生めば、とにかく果物を食べろ、窓を開けて寝ろと迫って、義母を怒ら
せ、夫人をサロンでおしゃれに振舞えるようきっちり仕上げようと熟をあげ
る姿は、そうした一例である。多くの留学生たちが望んだのは、こうした中
国と西欧との「融合」だった。
「三博士」中の呉芥博士、博士論文のテーマは「麻雀牌と中国文化」で
あった。実際、彼自身この論文テーマほど重要なものはないと考えていた。
なぜなら、当時、西洋の文化に飽きた西洋人のあいだでは、西洋文化に中回
の文化をブレンドすることで、すこし文化の味を調えたいとする雰囲気が
あった。そのため中国文化をテーマとした論文は時代の先端をゆくものとし
てもてはやされており、呉芥博士は麻雀牌の中国文化そして世界文化におけ
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る地位を紹介し、さらには中国の古典からそれまで誰も考証したことのない
理論を引き出し検証しようとした。
たとえば、「詩経」の「堆謂雀兎角，何以穿我屋」の「雀」を麻「雀」牌
の「雀」と解釈した。なぜならば、本当の雀には角などないが、麻雀牌で
あってこそはじめて八つの角があるからであると。「わが家を穿つ」は、当
時の麻雀の流行振りを物語り、その当時の生活が現在のアメリカのように豊
かであったことを示すもの、といった風であった。「囲城」でも、帰国途上
の留学生たちが、船上暇をもてあまし麻雀を始める場面がある。だって、
「麻雀は中国の国技。アメリカでも流行っているそうだ。麻雀は郷愁をさそ
うだけでなく、世界の潮流にもあう。」この時、彼らはすでに呉博士の「理
論」を実際に行動に移したわけだ。この他にも、ケンブリッジで文学を学ん
だ新詩人の曹元朗は、そのソネット「ピンパンピンパン」のなかで、中国語
のなかに西洋言語を組み込んだ。そこでは、唐の李商隠が登場するかと思え
ば、エリオットが入っていたり、たとえば、「妊婦のお腹」で満月を、「逃虹」
で婦蛾を、「泥のなかのナイチンゲール」で蛙を象徴させるなどの手法を
使った。作者日く、その詩の真髄は「ごちゃ混ぜのインプレッション」、方
鴻漸のからかい言葉日く、「典拠のない新古典主義」なのだ。さきほどの文
博士、済南到着後は、つねに努力を怠らず、その甲斐あってついに当地の富
商である楊家に渡りをつけ、そこで「外国の大学の学位をもった青年を探し
ていた」楊家の六女に、会うと同時に捉まってしまったのである。文博士、
六女の学歴、容姿については満足とは言えなかったが、彼女が持ってくる金
銭と影響力の前には、他の選択がなかったのである。そして、「少なすぎる
恋愛のプロセス」を補うため、どこかに遊びに行くか、何回も会って話をす
るようにし、これでなんら欠けるものはなしとした。だって、「これでアメ
リカのスタンダードにもあうし、中国の情況にも相応しく、人も得られれば、
金と影響力も手に出来る。」のであるから。
ただ注意しなくてはならないのは、こうした登場人物たちの、いわゆる
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「東西の融合」は、西洋文化のうわべだけを真似たもので、「希望のない中
国」にあっては、彼らは自ら西洋文化のスポークスマンを任じ、国外にあっ
ては、当然、中国文化の代表を気取ったことである。彼らが代表し、やろう
とした融合とは、新文化運動で、中国の伝統文化のうちでも陳腐でまったく
価値のないものとしてはやばやと批判を受けたものか、曹元朗のような中国、
西洋文学のシンボルイメージや典故を無理やり一緒にならべた類のものだっ
た。そうした融合の結果は、東西いづれでもなく、怪しげな、まったく無意
味な暗形物の誕生である。文博士は、アメリカで暮らしたあの5年間がいつ
も頭から離れず、済南で洋食にありつけず、シャワー設備のある公共浴場が
ないことなどに対して、「このままでは、自分はじきに純粋中国人になって
しまう。」と怒りを募らせていた。（この点、世俗への迎合をよしとしなかっ
た英士とはまったく異なるが）、その一方で、「現代の状元」を自認していた
文博士、楊家のような飴蕩逸楽に慣れ親しんだ大家族が持つ魅力には抗いが
たく、結局は、ああした生活ができるのなら、「理想」を犠牲にしても構わ
ないと思うようになって行くのである。彼らがやろうとした「融合」の目的
は、彼らにとっての留学と同様、自分がよりよい生活能力と条件を手にする
ためであったが、これについてはむやみにとがめるわけにはゆかない。たと
え、現代文学の壮大な物語の中で、文博士のような人物は疑うべくもなく時
代潮流の残淳であって、作者たちは彼らをなんのためらいもなく諷刺的に描
いたごとくであったとしても。ただ、彼らが、いつでもどこでも「奴隷を飼
いならす」優越感で、周囲を蔑視し、「あなた達中国人」と批難したことは、
顔におしろいを塗り重ねるだけになったとだけで、そこにはわずかな同情す
ら失われていた。また、イメージ的にも彼ら「軽薄」な人物は、到底「新か
ら旧への回帰」のような豊かなイメージをもって描かれることはなかった。
しかし、現代文学にあってこの種の恰好の悪い人物像は、今日の中国および
中国文学においても、彼らの「兄弟姉妹」を探すことができる。これこそが、
彼らの存在価値なのかもしれない。
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近現代の中国では、たしかに留学生はさまざまな事業で巨大な貢献をし、
また、現代文学の「啓蒙」と「救亡」と言った主題に影響してきたかもしれ
ない。それゆえに、我々は（ことによると作家自身も）留学生を、これまで
ある種先験的なイメージあるいは眼差しでとらえてきたのかも知れない0た
とえ彼らが「火を盗るプロミテウス」ではなかったとしても、心には阻国と
民衆を思う気持ちはあったはずである。また、たとえ留学生の努力がすべて
悲劇に終わり、結局は世俗に迎合してしまったとしても、それでもやはり時
代の大きな歯車と戦い、それを動かしたのである。留学生の出国がたとえ
「自らに箔をつけるため」であろうとも、生活習俗、恋愛・結婚観など、す
くなくてもそれぞれが東西文化との衝突や出会いのを提供してくれている0
もし、それすらないのであっても、張愛玲の言うように、彼らはその時代の
巨大なお荷物であり、いくらそれが平凡でこまごましていようと、結局は
「物寂しい人生を啓示」するものである。このあたりまでくると、突き詰め
られなかった部分はあろうが、本論文が現代文学に探していたものは、どう
やら出尽くしたようである。想定外のあの「グロテスク」な人物像も、けっ
して定義の出来ない「代物」ではなく、彼らは時代の悲劇において重すぎた
個人的悲喜劇に、そして滑稽ですこし軽はずみな人物として仕上がったにす
ぎないのである。おそらく留学生たちは、当時の社会のああした嗜好にもっ
とも叶っていたからこそ、その腐敗と堕落を加速させいったのであろう。こ
れは、思うに、作者たちも意識しなかった皮肉ではないか。
現代文学における小説の分野では、留学生を主題とするかそれに言及した
作品は、少なくないとは言え、その多くは主として彼らの帰国後の生活を題
材にしたものである。これは、ある意味で、現代作家たちは、中国というこ
の土地で生活する人が、どのような出来事を経験したかに、より関心を示し
たことを証明するものとも言えるし、まさしく現代作家たちの社会感覚や時
代感覚の表現と見なすことも出来よう。論文の前半の分析ですでに論じたよ
うに、措かれた同じような題材や人物像のうち、知識分子や恋愛・結婚など
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については、留学生を措いた作品の多くでも、社会環境や創作潮流全体に即
して描かれている。たとえ、時代の主流から距離をとっているようであって
も、徐許や張愛玲の作品のように、それはただ作者の作風の表現であって、
決して留学生像自体が他のものと異なるためではない。私たちが注目してき
た、東西文化の交流や衝突などの問題は、本論文中で取り上げた作品では、
ほとんどが軽く扱われたに過ぎない。民族存亡がかかり情勢の安定しない時
代にあっては、こうしたテーマは、憂患意識にとりつかれた現代文学の作家
たちの視野にはまったく入ってこなかったか、そうでなければ、深く考える
暇がなかったためであろう。しかし、現代作家たちが捷起した問題、そして
作品で描いて見せた人物像は、今日の社会や文学も・が、依然として受け継い
でいるもので、私たちが思考し続けるうえで、一つの省察のための、比較と
遡及の原点を提供してくれているのである。
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